
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
八
巻
第
二
号

平
成
十
二
年
三
月

二
二

清
涼
澄
觀

の
法
華
經
觀

盧

在

性

周
知

の
と
お
り
華
・嚴
宗
の
第
四
祖
と
し
て
尊
崇
さ
れ
る
澄
観

は
そ
の

修
學
期

に
天
台
宗
の
第
六
祖
で
あ
る
湛
然
よ
り
天
台
止
翻
と
『法
華
経
』

及
び
そ
の
注
繹
書
で
あ
る

『疏
』
を
學
ん
だ
。
又
、
澄
観

の
門
人
で
あ

る
清
汚
が
記
し
た
澄
観
の
十
願
に
は

「長
諦
法
華
経
」
と
、
記
し
て
あ

る
の
を
見
る
と
澄
観
と

『法
華
経
』
と
は
深
い
因
縁
が
あ
る
に
違
い
な

い
。
事
實
澄
観
の
代
表
的
な
著
書
で
あ
る

『華
嚴
経
疏
紗
』
に
は

『法

華
経
』
よ
り
引
用
し
た
経
句
が

一
番
多

い
。
し
か
し
、
宋
代
に
天
台
宗

の
立
場
か
ら
著
作
さ
れ
た
志
磐
の

『佛
祖
統
紀
』
巻
第
二
十
九

「賢
首

宗
教

の
序
言
に
み
え
る
鎧
奄
の
論
評
は

華
嚴
宗

の
法
界
襯

が
別
に

一
縁

に
な

る
が
、
賢
首

の
五
教

に
は
断
伏

の
分

齋

が
な

い
。
然
れ
ば

、
そ

の
教
理
と
観
行

は
、
徒
に
虚
文
を
張

る

の
み
て
鷹

當

に
修
謹

の
道

は
な

い
。
清
涼

の
頓
頓

の
若
き
に
至

っ
て
は
孟
浪

に
法
華

よ
り

超
勝

す
る
を
言

い
、

圭
峯

の
修
門
を
解
繹
す
る
は
妄
り

に
止
観

を
談
ず

る
を

免

れ
な

い
。
蝕

の
著

述
も
矛
盾
、
尤
も
多

い
。
そ

の
根
源

を
別

す

る
た
め
に

賢
首
宗
教
志

を
撰
す
。

(大
正
藏
、

下

。
)

と
、
述

べ
て
あ
り
、
そ
の
脚
注
に

「清
涼
が
賢
首
を
師
宗
と
し
な
が
ら

『華
・嚴
経
疏
』
の
執
筆
に
及
ん
で
天
台
の
性
善
、
性
悪
、
三
観
、
三
徳
、

一
念
三
千

の
文
を
引
用
し
て
い
る
。
然
れ
ぼ
教
と
観
、
進
退
爾
失
で
あ

る
」
と
主
張
す
る
。
や
は
り
宋
代

の
天
台
宗

の
人
で
あ
る
宗
鑑
の

『繹

門
正
統
』
巻
八
は

「賢
首
相
渉
載
記
」
を
収
録
し
て
そ
の
序
文
に
て
次

の
如
く
叙
述
し
て
い
る
。

荊
漢
湛
然
が
清
涼
澄
観
の
誤
っ
た
見
解
を
正
す
爲
に

『止
翻
義
例
』

　
ユ
　

と

『金
鋒
論
』
を
著
作
し
た
」
と
。
然
れ
ぼ
、
澄
観
は
果
た
し
て
ど
の

よ
う
に

『法
界
経
』
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し

　　
　

て
先
學

の
研
究
が
多
歎
あ
る
が
、
小
論
は
、
澄
観
の

「『法
華
経
』
は

『華
嚴
経
』
を
指
し
て

"
一
切
教
法

の
根
本

で
あ
る
"
と
述
べ
た
」
と

い
う
主
張
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

澄
襯
の

『華
嚴
経
疏
』
は
全
禮

の

『華
嚴
経
』
を
解
繹
す
る
に
當

つ
て

次

の
如
く
十
門
に
分
類
し
て
い
る
。

一
教
起
因
縁
、
二
藏
教
所
撮
、
三
義
理
分
齊
、
四
教
所
被
機
、
五
教
盤

淺
深
、

六
宗
趣
通
局
、

七
部

類
品
會

、
八
傳
課
感
通
、
九
総

繹
経

題
、
十

別
解
文

義

な
り

(大
正
藏
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澄
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二
一二

と
。
列
學
し
て
第

一
の
教
起
因
縁
を
更

に
十
因
と
十
縁
に
分
類
し
て
此

の
十
因

の
中
、
第
四
は
、
此
の

『華
嚴
經
』
が

一
切
教
法

の
根
本
に
な

る
。
(爲
教
本
)
と
。
主
張
し
な
が
ら
此
れ
を
解
繹
す
る

『華
嚴
經
疏
』

巻

一
は
四
爲
教
本
者
…
中
略
…
法
華

亦
云
始
見
我
身

聞
我
所
説

即
皆
信
受

入
如
來
慧

此
漸
本
也

次
云
除
先
修
習
學
小
乗
者

即
開
漸
也

又
云
我

今
亦
令
得
聞
是
經

入
於
佛
慧

即
撮
末
錦
本
也

斯
則
法
華

亦
指
此
經

以
爲
本
　

(大
正
藏

a
～

b
)

と
。
『華

嚴
經
』
が

一
切
教
法

の
根
本
で
あ
る
と
主
張
す
る
爲
に

『法

　ヨ
　

華
經
』
の
從
地
踊
出
品
の
經
文
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
『華
嚴
經
』
が

一
代
時
教

の
根
本
に
な
る
の
意
味
に
二
種
あ
り
、
一

は
開
漸

の
根
本
で
あ
り
、
二
は
撮
末

の
根
本

で
あ
る
と
説
明
し
て
後
績

す
る
文
章
が
上
記
の

『法
華
經
』
の
經
文

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「始

め
我
が
身
を
見
、
我
が
所
説
を
聞
き
、
即
ち
、
こ
と
ご
と
く
信
受
し
て

如
來
慧

に
悟
入
す
る
」
と
。
述
べ
た
の
は
、

「開
漸
の
根
本
」
で
あ
り
、

次
の

「先
に
小
乗
を
修
習
し
た
者
を
除
く
」
と
は
、
即
ち

「開
漸
」

で

あ
り
、
次

の

「我
、
今
、
亦
、
此
の
經
を
聞
き
佛
慧
に
入
ら
し
む
」
は
、

「枝
末
を
総
撮
し
て
根
本
に
鶴
す
る
な
り
」
と
。
解
説
し
て
最
後
に
此

れ
は
、

「『法
華
経
』
も

『華
厳
経
』
を
指
し
て
根
本

で
あ
る
」
と
。
認

め
た
か
ら
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。
此
の
疏
文
を
解
繹
す
る

『演
義
紗
』
巻
三
は

「法
華
亦
云
」
の
下
は

『法
華
を
引
用
し
て

『華

嚴
經
』
が
根
本
法
論

で
あ
る
こ
と
を
謹
明
し
た
と
言

い
、
故
に
下

の

　
　
　

『華
嚴
經
疏
』
に
て
、
古
の
吉
藏
も

『法
華
經

』
の
上
記
の
經
文
を
引

用
し
て
三
種
法
輪
を
立
て
、

「第

一
は
根
本
法

輪
第
二
は
枝
末
法
輪
第

三
は
撮
末
婦
本
法
輪
」
と
。
名
づ
け
た
。
若

し
、
華
嚴
宗
の
人
が
自
ず

か
ら

「根
本
」
で
あ
る
と
す
れ
ぼ
、
自
己
中
心
的
で
あ
る
が
爲
に
、
そ

の
意
味
が
未
明
の
恐
れ
が
あ
ろ
う
が
、
『法
華
經
』
の
側
か
ら
こ
の

『法

華
經
』
を
指
し
て

「根
本
」
と
す
れ
ぼ
本
義
が
よ
う
や
く
明
ら
か
な
り
。

「始
め
我
身
を
見
て
佛
慧
に
悟
入
す
る
」
の
が
既
に
即
ち

『華
嚴
經
』
で

あ
れ
ば
、
亦
、
「『法
華
經
』
を
聞
き
佛
慧
に
入
ら
し
む
」
も
當
然
、
「初

(の

『華
嚴
經
』)
を
指
し
て
根
本
法
論
と
し
た
の
に
違
い
な
い
。
又
、

『法
華
經
』
巻
第

一

(方
便
品
)
に
云
く

「
一
佛
乗
に
分
別
し
て
三
を

　
　
　

説
く
」
と
は
、
亦
是
、
根
本
よ
り
枝
末
を
流
出
す
る
な
り
。
即
ち
、
『華

嚴
經
』
を
指
し
て

一
佛
乗
と
な
し
、
分
別
し
て
昔
の
三
を
説
く
。
と
は
、

鹿
野
苑
に
て
聲
聞

の
爲
に
四
諦
の
法
輪
を
説
き
、
…
…
等
な
り
。
若
し
、

『華
嚴
經
』
を
指
し
て
根
本
に
し
な
け
れ
ぼ
鹿

野
苑

の
以
前
に
何
を
も
つ

て

一
乗
に
し
よ
う
か
。
と
。
確
信
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
澄
觀
の
こ
の

よ
う
な
確
信
は
、
華
嚴
經
疏
序
」
の
若
乃
千
門
潜
注
與
衆
典
爲
洪
源
萬

徳
交
帰
撮
群
経
經
春
属

(大
正
藏

上
)

を
解
繹
す
る

『演
義
紗
』
巻

一
は
、
「
一
佛
乗

に
分
別
し
て
三
を
説
く
」

を

「
一
佛
乗
」
と
は
即
ち

『華
嚴
經
』
な
り
。」
と
。
主
張

し
、
上
記

の

『法
華
經
』
巻
第

一

(方
便
品
第
二
)
と
同
巻
五

(従
地
踊
出
品
第

十
五
)
の
經
文
を
引
用
し
て
も
つ
と
進
ん
で
、
「『法
華
經
』
は
蝕
經
を

撮
し
て

『華
嚴
經
』
に
帰
ら
し
む
な
り
。
こ
れ
は
法
華
も
ま
た
、
華
嚴
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二
四

を
指
し
て
根
本
に
し
た
」

(大
正
藏
…

中

)

と

。

主
張

し

た
。

1

新
文
豊
出
版
公
司
印
行

『卍
續
選
輯
　
史
傳
部
』

下

。

2

鎌
田
茂
雄

『中
國
華
嚴
思
想
史
の
研
究
』
(東
京
大
學
出
版
會
、

年

初
版

年
復
刊
)
。
吉
津
宣
英

『華
嚴

禅

の
思
想
史
的
研
究

』
、

(大
同

出
版
社
、

年
)
。
吉
津

宣
英

『華

嚴

一
乘
思
想
研
究
』
、

(大

同
出
版

社

、

年
)
。
吉
津
宣
英

「華
嚴
教
學
と

『法
華
經
』
」

(『
勝
呂
信
靜
博

士
古
稀
記
念
論
文

集
』
、
平
成
8
年
。
吉
津
宣
英

「中
國
華
嚴
學

派

の
人
人

に
よ
る
天
台
教
學

の
依
用
―
特

に
天
台
義

へ
の
澄
觀

の
依
憑

に
注

目
し

て

―
」

(
『天
台
大
師
研
究
』
平
成

九
年

三
月
)

な
ど
が
あ
る
。
特

に
最
後

の

論
文

は
、
最
澄

が
弘
仁
四
年

に
撰
述

し
た
、
十

一
人

の
中
國
や
新

羅

の
佛
教
者
た
ち

が
、

い
か
に
天
台
を
據

り
所

と
し
て

い
る
か
を
論
じ

て

い
る

『
大
唐
新
羅
諸
宗
義
匠
依
憑

天
台
集
』

(『佛
教
大
師
全
集

』
第
三
巻

所
収
)
を
檢
討
し

て
お
ら

れ
る
が
、
其
中

に
華
嚴
宗

の
智

儼
、

法
藏
、
慧

苑
、
澄
觀

の
項
目
を
設
け

て
お
ら
れ

る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
智
儼
教
學

に
、

あ
る
程
度
天
台
と
對
蹠
的
な
類

同
性
を
推
測

す
る
よ
う
な
所
が
有
り
、
法

藏

の
天
台
教
學

へ
の
賞
讃
乃
至
敬

遠
が
有

る

の
に
比
較
し
て
、
慧
苑

の
天

台
教

學

へ
の
批
判
、
澄
觀

の
天
台

義

へ
の
依
憑

を
法
藏

の
五
教
判

に
對
す

る
見

方
よ
り
注
目

し
て
お
ら

れ
る
。

3

大
正
藏

中

4

『華
嚴
經
疏
』
巻
一
は
、
第
二
藏
教
所
攝
に
て

「隋
末
唐
初
吉
藏
法
師
依

法
華
第
五
立
三
種
法
論

一
始
見
我
身
聞
我
所
説
即
皆
信
受
入
如
來
慧
即
根

本
法
論
二
除
先
修
習
學
小
乘
者
即
枝
末
法
論
三
我
今
亦
令
得
聞
是
經
入
於

佛
慧
即
攝
末
歸
本
法
論
…
…

5

大
正
藏

中

<キ
ー

ワ
ー
ド
>

『華
嚴
經
』
、
『
法
華
經

』
、
清
涼
澄
觀
。

(中
央
僧
伽
大
学
校
教
授
)
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